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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の成分（Ａ）１００重量部に対して、成分（Ｂ）を１～２５重量部、成分（Ｃ）を
３～５０重量部、成分（Ｄ）を１～４０重量部、成分（Ｅ）を０．０１～０．５重量部含
有することを特徴とするポリプロピレン系樹脂組成物。
成分（Ａ）：メルトフローレート（ＭＦＲ：２３０℃、２．１６ｋｇ）が２０～８０ｇ／
１０分、アイソタクチックペンタッド分率が０．９７以上、数平均分子量（Ｍｎ）に対す
る重量平均分子量（Ｍｗ）の比（Ｍｗ／Ｍｎ：Ｑ値）が７未満である高結晶性プロピレン
系重合体Ｉ
成分（Ｂ）：ＭＦＲが１～２０ｇ／１０分、Ｑ値が７以上、重量平均分子量（Ｍｗ）に対
するＺ平均分子量（Ｍｚ）の比（Ｍｚ／Ｍｗ）が５以上であるプロピレン系重合体ＩＩ
成分（Ｃ）：有機系難燃剤
成分（Ｄ）：アンチモン化合物
成分（Ｅ）：シリコンオイル
【請求項２】
　樹脂組成物のメモリーエフェクト（ＭＥ）が１．０～１．３であることを特徴とする請
求項１に記載のポリプロピレン系樹脂組成物。
【請求項３】
　成分（Ｃ）が、有機ハロゲン化芳香族化合物系難燃剤であることを特徴とする請求項１
又は２に記載のポリプロピレン系樹脂組成物。
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【請求項４】
　有機ハロゲン化芳香族化合物系難燃剤が、エーテル化テトラブロモビスフェノールＳ又
はエーテル化テトラブロモビスフェノールＡであることを特徴とする請求項３に記載のポ
リプロピレン系樹脂組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のポリプロピレン系樹脂組成物を射出成形してなる
ポリプロピレン系難燃樹脂成形体。
【請求項６】
　請求項５に記載のポリプロピレン系難燃樹脂成形体よりなる便座、便蓋又は温水洗浄便
座の本体ケース若しくは操作部ハウジング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリプロピレン系樹脂組成物に係るものであり、詳しくは便座等に用いられ
るプロピレン系難燃樹脂成形体に係る。特に本発明は、新規な難燃性樹脂材料でシルバー
ストリーク、焼け等の発生が抑えられ表面外観に優れた成形品が得られるポリプロピレン
系樹脂組成物、及び、それよりなる便座（便座シート）、便蓋若しくはこれら機器のハウ
ジングに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的にポリプロピレン系樹脂は成形性、加工性、剛性、光沢に優れ、また衛生性、耐
熱性に優れていることから各種成形加工が施され、ポリスチレン（ＰＳ）、アクリルニト
リル・ブタジエン・スチレン（ＡＢＳ）樹脂等と同様に日用品、食品容器、家電製品、住
宅設備用品、自動車部品等の各種用途に広く使用されている。
【０００３】
　従来ポリプロピレンは三塩化チタン系触媒を用いて製造されてきたが、近年ではこのポ
リプロピレン系樹脂の生産性向上を目的とした高活性なマグネシウム担持型チタン系触媒
での製造利用が一般的に行われている。
【０００４】
　このようなポリプロピレン系樹脂は三塩化チタン系触媒に比べ高結晶性を備えており、
反り、剛性、耐熱性に優れている反面、分子量分布が狭く厚み変化の多い製品等において
表面外観に劣ることが指摘されている。例えば、成形時に空気の巻き込みによるシルバー
ストリークが生じやすいという欠点を有している。さらに難燃剤を複合化した場合には、
難燃剤の分解ガス等の要因により、シルバーストリークの他焼けによる成形品表面の外観
不良発生の問題点があった。
【０００５】
　そこで、この欠点を改良する方法として、メルトフローインデックス（ＭＦＲ）やメモ
リーエフェクト（ＭＥ）の異なる特定のプロピレン系樹脂の数種をブレンドして、所定の
ＭＦＲ、ＭＥ及び密度を有し、溶融弾性率の向上したプロピレン系樹脂組成物が提案され
ている（特許文献１参照）。しかしながら、シルバーストリークのような表面外観の欠点
は改善されるものの成形時の焼けによる不良発生には効果が充分ではなく、更なる改良を
強く望まれている。
【０００６】
　また、結晶性プロピレンブロック共重合体（ＭＦＲ２０～４０ｇ／１０分）に広い分子
量分布（Ｍｚ／Ｍｗが３．５以上）を有するプロピレン単独重合体と低流動性（ＭＦＲ１
～２０ｇ／１０分）のエチレン・１－ブテンランダム共重合体を含有してなる自動車内装
用プロピレン系樹脂組成物が提案されている（特許文献２参照）。成形品とした際にフロ
ーマーク、ウエルド等の外観不良が改善される旨記載されているが、汎用される高結晶性
ポリプロピレン単独重合体を基幹素材とするものではなく、また難燃性樹脂成形体を提供
するものでもない。
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【特許文献１】特開２００３－１０５１４４号公報
【特許文献２】特開２００４－３２３５４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特に難燃性を有し、高流動性で表面外観を重要視するポリプロピレン系樹脂の射出成形
品においては改良が強く望まれている。本発明は、新規な難燃性樹脂材料でシルバースト
リーク、焼け等の発生が抑えられ表面外観に優れた成形品が得られるポリプロピレン系樹
脂組成物、及び、それよりなる便座（便座シート）、便蓋若しくはこれら機器のハウジン
グなどを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　これらの状況下、本発明者らは上記の課題について鋭意検討した結果、汎用される高結
晶性プロピレン系重合体Ｉに特定の特性を有する他のプロピレン系重合体ＩＩ（例えば、
２段重合エチレン・α－オレフィン共重合体）を配合し、更に、有機系難燃剤、アンチモ
ン化合物及びシリコンオイルを含む難燃処方を組み合わせることにより、表面外観及び成
形時の焼け不良に優れることを見出し、本発明に至ったものである。
【０００９】
　すなわち、本発明の要旨は、下記の成分（Ａ）１００重量部に対して、成分（Ｂ）を１
～２５重量部、成分（Ｃ）を３～５０重量部、成分（Ｄ）を１～４０重量部、成分（Ｅ）
を０．０１～０．５重量部含有することを特徴とするポリプロピレン系樹脂組成物に存す
る。
成分（Ａ）：メルトフローレート（ＭＦＲ：２３０℃、２．１６ｋｇ）が２０～８０ｇ／
１０分、アイソタクチックペンタッド分率が０．９７以上、数平均分子量（Ｍｎ）に対す
る重量平均分子量（Ｍｗ）の比（Ｍｗ／Ｍｎ：Ｑ値）が７以下である高結晶性プロピレン
系重合体Ｉ
成分（Ｂ）：ＭＦＲが１～２０ｇ／１０分、Ｑ値が８以上、重量平均分子量（Ｍｗ）に対
するＺ平均分子量（Ｍｚ）の比（Ｍｚ／Ｍｗ）が５以上であるプロピレン系重合体ＩＩ　
成分（Ｃ）：有機系難燃剤
成分（Ｄ）：アンチモン化合物
成分（Ｅ）：シリコンオイル
【００１０】
　また、本発明の他の要旨は、上記のポリプロピレン系樹脂組成物を射出成形してなるポ
リプロピレン系難燃樹脂成形体に存する。
【００１１】
　また、本発明の他の要旨は、上記のポリプロピレン系難燃樹脂成形体よりなる便座、便
蓋又は温水洗浄便座の本体ケース若しくは操作部ハウジングに存する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のプロピレン系樹脂射出成形体は、耐衝撃性、剛性、引張伸びを備えていると共
に、難燃性に優れ、かつ表面光沢性に優れていることから、各種家電部品、住宅設備用機
器部品、容器等として使用することができる。特に、便座、便蓋又はこれら機器のハウジ
ング用途に有効である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
〔Ｉ〕ポリプロピレン系樹脂組成物の構成成分
（１）成分（Ａ）
　本発明において用いられる成分（Ａ）はポリプロピレン系樹脂組成物を構成する中心的
素材成分である。かかる成分（Ａ）は、高結晶性プロピレン系重合体Ｉであり、例えば、
（ｉ）プロピレン単独重合体、（ｉｉ）α－オレフィン重合単位を３重量％以下含むプロ
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ピレンランダム共重合体、（ｉｉｉ）プロピレン単独重合体若しくはα－オレフィン重合
単位を３重量％以下含むプロピレン共重合体である結晶性ポリプロピレン部とプロピレン
・α－オレフィンランダム共重合体部とを含有するプロピレンブロック共重合体などが挙
げられる。プロピレンランダム共重合体およびプロピレンブロック共重合体の製造に用い
ることができるα－オレフィンとしては、エチレン、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘ
キセン、４－メチル－ペンテン－１等が挙げられる。経済的に入手可能な汎用品である高
結晶性ポリプロピレン樹脂は本発明に有利に適用される。
【００１４】
　成分（Ａ）は、メルトフローレート（ＭＦＲ、ＪＩＳ－Ｋ７２１０、２３０℃、２．１
６ｋｇ荷重）が２０～８０ｇ／１０分、好ましくは３０～６０ｇ／１０分であり、ＭＦＲ
が上記範囲を上回ると製品の衝撃強度が不足し、また流動性が大きくなり過ぎて射出成形
が困難となるので好ましくない。一方、ＭＦＲが上記範囲を下回ると射出成形時に流動不
良となるので好ましくない。成分（Ａ）の流動性はＭＦＲを指標として適宜に選択される
が、成分（Ａ）の固有粘度［η］Pとしては、通常０．３～２．０ｄｌ／ｇ、好ましくは
０．５～１．３ｄｌ／ｇであるので、ＭＦＲと併せて管理することもできる。なお、固有
粘度は１３５℃のテトラリン中で測定されるものである。
【００１５】
　成分（Ａ）は、その沸騰ヘプタン不溶部のアイソタクチックペンタッド分率（ｍｍｍｍ
分率）が０．９７以上、好ましくは０．９８以上の値を示すものである。これは本発明の
成分（Ａ）が高結晶性重合体であることを示すものである。アイソタクチックペンタッド
分率の値が低すぎると最終的に得られる難燃樹脂成形体の剛性が不足し好ましくない。な
お、アイソタクチックペンタッド分率は、13Ｃ－ＮＭＲ（核磁気共鳴法）を用いて測定さ
れるポリプロピレン分子鎖中のペンタッド単位でのアイソタクチック分率を表すものであ
る。
【００１６】
　アイソタクチックペンタッド分率（ｍｍｍｍ）とは、エイ．ザンベリ（Ａ．Ｚａｍｂｅ
ｌｌｉ）等によって提案（（Macromolecules６巻，９２５頁（１９７３））された13Ｃ－
ＮＭＲにより測定されるポリプロピレン分子鎖中のペンタッド単位でのアイソタクチック
分率であり、スペクトルの測定におけるピークの帰属決定法はエイ．ザンベリ等によって
提案（Macromolecules８巻，６８７頁（１９７５）された帰属に従って決定される。
【００１７】
　本発明の13Ｃ－ＮＭＲスペクトルの測定方法は、下記の通りである。試料１００～５０
０ｍｇを、１０ｍｍのＮＭＲ用サンプル管中で、約２．２ｍｌのオルトジクロロベンゼン
を用いて完全に溶解させる。次いでロック溶媒として約０．２ｍｌの重水素ベンゼンを加
え均一化させた後、１３０℃でプロトン完全デカップリング法により測定を行う。測定条
件は、フリップアングル９０°、パルス間隔５Ｔ1以上（Ｔ1は、メチル基のスピン－格子
緩和時間のうち最長の値）とする。プロピレン重合体においてメチレン基およびメチレン
基のスピン格子緩和時間はメチル基のそれよりも短いので、この測定条件では、全ての炭
素の磁化の回復は９９％以上である。13Ｃ－ＮＭＲの測定装置として、バリアン社製ＩＮ
ＯＶＡ５００を用いた。
【００１８】
　成分（Ａ）は、その数平均分子量（Ｍｎ）に対する重量平均分子量（Ｍｗ）の比（Ｍｗ
／Ｍｎ：Ｑ値）が７以下であることにも特徴がある。Ｑ値は２～６が好ましく、２．４～
５がより好ましい。分子量分布が広く、高分子量成分の存在が多くなることにより、シル
バーストリークの発生は抑えられる傾向にあるが、反面成形品の光沢が低下することがあ
る。便座や便蓋などの衛生用機器の部品は高光沢が求められるので、商品価値を損なうお
それがある。そこでこのような要望を満足すべく、成分（Ａ）は分子量分布が上記範囲内
にあることが好ましく、後述の成分（Ｂ）を加えることでシルバーストリークなどの抑制
と高光沢を両立させることが可能となる。
【００１９】
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（２）成分（Ｂ）
　本発明で用いられる成分（Ｂ）は、成分（Ａ）と比較して流動性が小さく、溶融張力の
大きいプロピレン系重合体ＩＩである。具体的には、ＭＦＲが１～２０ｇ／１０分、好ま
しくは１～１５ｇ／１０分、より好ましくは１．５～１０ｇ／１０分である。ＭＦＲが１
ｇ／１０分未満であると、組成物の流動性が低下して成形性が悪化する。成分（Ｂ）は広
い分子量分布を有しており、低ＭＦＲの場合は高分子量成分が増え過ぎることとなり、光
沢が低下する結果を招く。一方ＭＦＲが２０ｇ／１０分を越えると、シルバーストリーク
発生の抑制効果が低下する。
【００２０】
　成分（Ｂ）はＱ値（Ｍｗ／Ｍｎ）が７以上、かつ、重量平均分子量（Ｍｗ）に対するＺ
平均分子量（Ｍｚ）の比（Ｍｚ／Ｍｗ）が５以上であることが必要である。この条件を満
たす成分（Ｂ）は、単に分子量分布が広いだけではなく、低分子量側への広がりよりも高
分子量側への広がりが大きいものである。好ましくはＭｗ／Ｍｎが８～１４かつＭｚ／Ｍ
ｗが６～１０である。Ｍｗ／Ｍｎが１４を越えたり、Ｍｚ／Ｍｗが１０を越えたりすると
、ゲルが発生するおそれがある。ゲルは成形品表面のブツの原因になるので、発生を抑え
るか、発生してしまった場合には融解、溶解、強混練等の手段により滅失または縮小させ
ることができる。また、Ｍｗ／Ｍｎが７より小さく、Ｍｚ／Ｍｗが５より小さい時には、
溶融張力が小さくなり、シルバーストリーク改良の効果がなくなるので好ましくない。
【００２１】
　成分（Ｂ）の分子量分布の一例を図１に示す。図１中、横軸は分子量の常用対数、縦軸
は相対質量、曲線１は微分質量曲線、曲線２は積分質量曲線をそれぞれ示す。なお、図１
は実施例１～４で用いたＢ－１の分子量分布曲線であり、数平均分子量（Ｍｎ）４８２０
０、重量平均分子量（Ｍｗ）４１２０００、Ｚ平均分子量（Ｍｚ）２９０万、Ｍｗ／Ｍｎ
８．５４、Ｍｚ／Ｍｗ７．０のものである。分子量が１００万を超える（ＬｏｇＭＷ＞６
）超高分子量成分が約１０重量％と多量に含有されていることが分かる。
【００２２】
　成分（Ｂ）は、Ｍｗ／Ｍｎ－Ｍｚ／Ｍｗ＜５　を満たすことが好ましく、０＜Ｍｗ／Ｍ
ｎ－Ｍｚ／Ｍｗ＜２　を満たすことがより好ましい。この範囲を満たすことにより、シル
バーストリークの抑制と高光沢を両立させることができ、さらにゲルの発生を効果的に抑
制することができる。
【００２３】
　上記の数平均分子量（Ｍｎ）、重量平均分子量（Ｍｗ）及びＺ平均分子量（Ｍｚ）は、
ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）により下記の通り測定されるもので
ある。
【００２４】
（１）保持容量から分子量への換算は、予め作成しておいた標準ポリスチレンによる検量
線を用いて行う。
（２）使用する標準ポリスチレンは何れも東ソー社製の以下の銘柄である。
Ｆ３８０、Ｆ２８８、Ｆ１２８、Ｆ８０、Ｆ４０、Ｆ２０、Ｆ１０、Ｆ４、Ｆ１、Ａ５０
００、Ａ２５００、Ａ１０００。
（３）各々が０．５ｍｇ／ｍＬとなるようにオルトジクロロベンゼン（ＯＤＣＢ）（０．
５ｍｇ／ｍＬのＢＨＴを含む）に溶解した溶液を０．２ｍＬ注入して較正曲線を作成する
。較正曲線は最小二乗法で近似して得られる三次式を用いる。
（４）分子量への換算に使用する粘度式[η]＝Ｋ×Ｍαは以下の数値を用いる。
ＰＳ　：　Ｋ＝１．３８×１０-4、α＝０．７
ＰＰ　：　Ｋ＝１．０３×１０-4、α＝０．７８
（５）測定条件の詳細は以下の通りである。
装置　　：Ｗａｔｅｒｓ社製ＧＰＣ（ＡＬＣ／ＧＰＣ　１５０Ｃ）
検出器　：ＦＯＸＢＯＲＯ社製ＭＩＲＡＮ　１Ａ　ＩＲ検出器（測定波長：３．４２μｍ
）
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カラム　：昭和電工社製ＡＤ８０６Ｍ／Ｓ（３本）
移動相溶媒：オルトジクロロベンゼン
測定温度　：１４０℃
流速　　　：１．０ｍＬ／分
注入量　　：０．２ｍＬ
試料の調製：試料はＯＤＣＢ（０．５ｍｇ／ｍＬのＢＨＴを含む）を用いて１ｍｇ／ｍＬ
の溶液を調製し、１４０℃で約１時間を要して溶解させる。
クロマトグラムのベースラインと区間の決定：［図２］のように行う。
【００２５】
　成分（Ｂ）は、上記した通り、ＭＦＲ、Ｑ値及びＭｚ／Ｍｗに関する上記数値特性を満
足すれば、その製造方法には制限はないが、以下に示す２段重合法により容易に得ること
ができる。即ち、エチレン単独又はエチレン含有量が５０重量％以上、好ましくは７０重
量％以上、さらに好ましくは９０重量％以上であるエチレンを主体とするエチレン系重合
体を製造する第１段重合工程とプロピレン単独又はプロピレン含有量が５０重量％以上、
好ましくは７０重量％以上、さらに好ましくは９０重量％以上であるプロピレンを主体と
するプロピレン系重合体を製造する第２段重合工程を経て製造されたプロピレン系重合体
ＩＩであることが好ましい。実質的に２段重合であれば更に多段階に分割した重合工程を
採用してもよい。
【００２６】
　第１段重合工程で得られるエチレン系重合体は、高分子量化させる必要があるため、高
分子量化の効率面からエチレン重合単位を５０重量％以上含むことが好ましい。プロピレ
ンよりもエチレンの方が生長反応速度と連鎖移動反応速度との比が大きいからである。エ
チレン系重合体を高分子量化することにより、Ｍｚ／Ｍｗ＞５を満足させることが容易と
なる。エチレンと共重合するモノマーとしては、特に限定されないが、炭素数３～１２の
α－オレフィンが好ましく用いられる。具体的には、プロピレン、１－ブテン、１－ペン
テン、１－ヘキセン、１－オクテン、１－デセン、４－メチル－１－ペンテン，３－メチ
ル－１－ペンテン等が挙げられ、これらのオレフィンは１種のみならず２種以上であって
もよい。
【００２７】
　第２段重合工程はエチレン重合工程に続くプロピレン重合工程であり、前段重合物の存
在下に実施されるものである。通常、前段重合物と共に、前段重合触媒もそのまま第２段
重合工程に存在することとなる。このように第１段重合工程と第２段重合工程を連続工程
として実施することにより先に述べた物性値制御を容易に行うことができる。
【００２８】
　このような２段重合を行う場合、エチレン重合工程で製造されるエチレン系重合体の固
有粘度［η］Eが１５～２００ｄｌ／ｇであることが好ましい。固有粘度［η］Eが１５ｄ
ｌ／ｇを下回ると、最終的に得られるプロピレン系樹脂組成物の溶融張力の向上効果が不
十分となる。一方、固有粘度［η］Eの上限については特に限定されないが、後段で生成
するプロピレン系重合体の固有粘度［η］Pとの差があまりにも大きいと、組成物とした
際にプロピレン系重合体中へのエチレン系重合体の分散が悪くなる傾向が出るため、結果
として溶融張力が上昇しなくなる。さらに製造上の効率からも上限は１００ｄｌ／ｇを大
きく上回らない程度とするのがよい。したがって、エチレン系重合体の固有粘度［η］E

は１５～１００ｄｌ／ｇ、好ましくは１７～５０ｄｌ／ｇの範囲である。なお、ここで固
有粘度は、成分（Ａ）の場合と同様に、１３５℃のテトラリン中で測定されるものである
。
【００２９】
　一方、第２段重合工程で製造されるプロピレン系重合体の固有粘度［η］Pは０．２～
１０ｄｌ／ｇであることが好ましく、より好ましくは０．３～８ｄｌ／ｇである。プロピ
レン単独重合体またはプロピレン重合単位を５０重量％以上含有するプロピレン・α－オ
レフィン共重合体であり、プロピレン重合単位を５０重量％以上含有するプロピレン・α
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－オレフィンブロック共重合体、プロピレン単独重合体及びプロピレン・α－オレフィン
ランダム共重合体からなりプロピレン重合単位を５０重量％以上含有する重合体組成物を
包含する。好ましくはプロピレン重合単位を７０重量％以上含有する該プロピレン・α－
オレフィンブロック共重合体又は該重合体組成物である。これらの重合体は１種のみなら
ず２種以上の混合物であってもよい。プロピレン重合単位が５０重量％を下回るプロピレ
ン・α－オレフィン共重合体は、得られる組成物を用いた成型品の耐熱剛性が低下する。
［η］Pは、０．２～１０ｄｌ／ｇのものが好ましく、０．２ｄｌ／ｇ未満の場合、得ら
れるプロピレン系成形品の機械的特性が悪化し、また１０ｄｌ／ｇを超えると得られるプ
ロピレン系樹脂組成物の成形性が悪化する。
【００３０】
　なお、［η］Eについては、第１段重合工程の終了時点で生成重合体（エチレン系重合
体）をサンプリングして該重合体の固有粘度を測定することができる。一方、プロピレン
系重合体の極限粘度［η］Pは、別途、第１段重合工程を経ずに同一の条件で行ったプロ
ピレン等の重合により生成したポリマーの固有粘度とする。
【００３１】
　成分（Ｂ）を２段重合法で製造する場合、後段工程で生成するプロピレン系重合体が主
体であって、後段重合体（プロピレン系重合体）１００重量部に対して、前段重合体（エ
チレン系重合体）は０．０１～５重量部、好ましくは０．０２～４重量部である。この範
囲においては成分（Ｂ）のＭＦＲ、Ｑ値、Ｍｚ／Ｍｗを所定範囲に制御することが特に容
易に行うことができる。エチレン系重合体が０．０１重量部未満では、溶融張力が出ず成
形時のシルバーストリークを良くすることが出来ない。一方５重量部を超えると成形品に
ブツが発生し表面外観を損なうので好ましくない。
【００３２】
　以下、成分（Ｂ）の製造方法について更に補足するに、まず使用する重合触媒として、
少なくともチタン化合物を含む遷移金属化合物触媒成分、該遷移金属原子１モルに対し０
．０１～１，０００モルの周期表第１族、第２族、第１２族および第１３族に属する金属
よりなる群から選択された金属の有機金属化合物、および遷移金属原子１モルに対し０～
５００モルの電子供与体の組み合わせからなるポリオレフィン製造用触媒が挙げられる。
【００３３】
　チタン含有固体触媒成分としては、三塩化チタン組成物を主成分とするチタン含有固体
触媒成分（特公昭５６－３３５６号公報、特公昭５９－２８５７３号公報、特公昭６３－
６６３２３号公報等）、マグネシウム化合物に四塩化チタンを担時した、チタン、マグネ
シウム、ハロゲン、および電子供与体を必須成分とするチタン含有担持型触媒成分（特開
昭６２-１０４８１０号公報、特開昭６２-１０４８１１号公報、特開昭６２-１０４８１
２号公報、特開昭５７-６３３１０号公報、特開昭５７-６３３１１号公報、特開昭５８-
８３００６号公報、特開昭５８-１３８７１２号公報等）などが提案されており、これら
のいずれをも使用することができる。
【００３４】
　有機金属化合物として、周期表第１族、第２族、第１２族および第１３族に属する金属
よりなる群から選択された金属の有機基を有する化合物、たとえば、有機リチウム化合物
、有機ナトリウム化合物、有機マグネシウム化合物、有機亜鉛化合物、有機アルミニウム
化合物などを、前記遷移金属化合物触媒成分と組み合わせて使用することができる。
【００３５】
　特に、一般式がＡｌＲ1pＲ2qＸ3-(p+q)（式中、Ｒ1およびＲ2は、アルキル基、シクロ
アルキル基、アリ－ル基等の炭化水素基およびアルコキシ基の同種または異種を、Ｘはハ
ロゲン原子を表わし、ｐおよびｑは、０＜ｐ＋ｑ≦３の正数を表わす）で表わされる有機
アルミニウム化合物を好適に使用することができる。有機アルミニウム化合物の具体例と
しては、トリメチルアルミニウム、トリエチルアルミニウム、トリ－ｎ－プロピルアルミ
ニウム、トリ－ｎ－ブチルアルミニウム、トリ－ｉ－ブチルアルミニウム、トリ－ｎ－ヘ
キシルアルミニウム、トリ－ｉ－ヘキシルアルミニウム、トリ－ｎ－オクチルアルミニウ
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ム等のトリアルキルアルミニウム、ジエチルアルミニウムクロライド、ジ－ｎ-プロピル
アルミニウムクロライド、ジ－ｉ－ブチルアルミニウムクロライド、ジエチルアルミニウ
ムブロマイド、ジエチルアルミニウムアイオダイド等のジアルキルアルミニウムモノハラ
イド、ジエチルアルミニウムハイドライド等のジアルキルアルミニウムハイドライド、エ
チルアルミニウムセスキクロライド等のアルキルアルミニウムセスキハライド、エチルア
ルミニウムジクロライド等のモノアルキルアルミニウムジハライドなどの他ジエトキシモ
ノエチルアルミニウム等のアルコキシアルキルアルミニウム挙げることができ、好ましく
は、トリアルキルアルミニウムおよびジアルキルアルミニウムモノハライドを使用する。
これらの有機アルミニウム化合物は、１種だけでなく２種類以上を混合して用いることも
できる。
【００３６】
　電子供与体は、ポリオレフィンの生成速度および／または立体規則性を制御することを
目的として必要に応じて使用される。電子供与体として、たとえば、エーテル類、アルコ
ール類、エステル類、アルデヒド類、脂肪酸類、ケトン類、ニトリル類、アミン類、アミ
ド類、尿素およびチオ尿素類、イソシアネート類、アゾ化合物、ホスフィン類、ホスファ
イト類、ホスフィナイト類、硫化水素およびチオエーテル類、ネオアルコール類、シラノ
ール類などの分子中に酸素、窒素、硫黄、燐のいずれかの原子を有する有機化合物および
分子中にＳｉ－Ｏ－Ｃ結合を有する有機ケイ素化合物などが挙げられる。
【００３７】
　この重合用触媒を、１種または２種以上のオレフィンの重合容積１リットル当たり、触
媒成分中の遷移金属原子に換算して０．００１～５，０００ミリモル、好ましくは０．０
１～１，０００ミリモル存在させ、溶媒の不存在下または遷移金属化合物触媒成分１ｇに
対し１００リットルまでの溶媒中において、所定のモノマーを供給して重合を行う。
【００３８】
　本明細書中において、「重合容積」の用語は、液層重合の場合には重合器内の液相部分
の容積を、気相重合の場合には重合器内の気相部分の容積を意味する。遷移金属化合物触
媒成分の使用量は、プロピレンの効率的、かつ制御された重合反応速度を維持する上で、
前記範囲であることが好ましい。また、有機金属化合物の使用量が、少なすぎると（共）
重合反応速度が遅くなりすぎ、また大きくしても重合反応速度のそれに見合う上昇が期待
できないばかりか、最終的に得られる成分（Ｂ）中に有機金属化合物の残渣が多くなるの
で好ましくない。さらに、電子供与体の使用量が大きすぎると、重合反応速度が低下する
。溶媒使用量が多すぎると、大きな反応容器を必要とするばかりでなく、効率的な重合反
応速度の制御及び維持が困難となる。
【００３９】
　第１段重合工程は、たとえば、ブタン、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、イ
ソオクタン、デカン、ドデカン等の脂肪族炭化水素、シクロペンタン、シクロヘキサン、
メチルシクロヘキサン等の脂環族炭化水素、トルエン、キシレン、エチルベンゼン等の芳
香族炭化水素、他にガソリン留分や水素化ジーゼル油留分等の不活性溶媒、オレフィン自
身を溶媒とした液相中で行いことができ、また溶媒を用いずに気相中で行うことも可能で
ある。
【００４０】
　通常、－４０～４０℃、好ましくは－４０～３０℃、さらに好ましくは－４０～２０℃
程度の比較的低温度下、０．１～５ＭＰａ、好ましくは０．２～５ＭＰａ、特に好ましく
は０．３～５ＭＰａの圧力下で、１分～２４時間、好ましくは５分～１８時間、特に好ま
しくは１０分～１２時間である。
【００４１】
　第２段重合工程は、第１段重合で使用した触媒を含有するエチレン系重合体中に存在す
る溶媒、未反応のオレフィン、有機金属化合物、および電子供与体等を濾別またはデカン
テーションして除去して得られた粉粒体またはこの粉粒体に溶媒を添加した懸濁液と、追
加の有機金属化合物および所望により電子供与体とを組み合わせてもよく、また、存在す
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る溶媒および未反応のオレフィンを減圧蒸留または不活性ガス流等により蒸発させて除去
して得た粉粒体または粉粒体に溶媒を添加した懸濁液と、所望により有機金属化合物及び
電子供与体とを組み合わせてもよい。
【００４２】
　第２段重合工程は、プロピレンまたはプロピレンとその他のオレフィンとの混合物によ
る重合であり、その重合プロセスとして公知のオレフィン重合プロセスが使用可能である
。具体的には、プロパン、ブタン、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、イソオク
タン、デカン、ドデカン等の脂肪族炭化水素、シクロペンタン、シクロヘキサン、メチル
シクロヘキサン等の脂環族炭化水素、トルエン、キシレン、エチルベンゼン等の芳香族炭
化水素、他にガソリン留分や水素化ジーゼル油留分等の不活性溶媒中で、オレフィンの重
合を実施するスラリー重合法、オレフィン自身を溶媒として用いるバルク重合法、オレフ
ィンの重合を気相中で実施する気相重合法、さらに重合して生成するポリオレフィンが液
状である液相重合、あるいはこれらのプロセスの２以上を組み合わせた重合プロセスを使
用することができる。上記のいずれの重合プロセスを使用する場合も、重合条件として、
重合温度は２０～１２０℃、好ましくは３０～１００℃、特に好ましくは４０～１００℃
の範囲、重合圧力は０．１～５ＭＰａ、好ましくは０．３～５ＭＰａの範囲において、連
続的、半連続的、若しくはバッチ的に重合時間は５分間～２４時間程度の範囲が採用され
る。上記の重合条件を採用することにより、ポリプロピレン成分を高効率かつ制御された
反応速度で生成させることができる。
【００４３】
（３）成分（Ｃ）
　本発明において用いられる成分（Ｃ）は、有機系難燃剤である。かかる難燃剤としては
、有機ハロゲン系難燃剤、有機リン系難燃剤、グアニジン系難燃剤などが挙げられる。上
記有機ハロゲン系難燃剤としては、例えば、ハロゲン化ジフェニル化合物、ハロゲン化ビ
スフェノール系化合物、ハロゲン化ビスフェノールビス（アルキルエーテル）系化合物、
ハロゲン化フタルイミド系化合物などの有機ハロゲン化芳香族化合物系難燃剤が好ましく
、とりわけハロゲン化ビスフェノールビス（アルキルエーテル）系化合物が好ましい。
【００４４】
　上記ハロゲン化ジフェニル化合物としては、例えば、ハロゲン化ジフェニルエーテル系
化合物、ハロゲン化ジフェニルケトン系化合物、ハロゲン化ジフェニルアルカン系化合物
等が挙げられ、なかでもデカブロモジフェニルエーテル等のハロゲン化ジフェニルエーテ
ル化合物が好ましい。
【００４５】
　上記ハロゲン化ビスフェノール系化合物としては、例えば、ハロゲン化ビスフェニルア
ルカン類、ハロゲン化ビスフェニルエーテル類、ハロゲン化ビスフェニルチオエーテル類
、ハロゲン化ビスフェニルスルフォン類等が挙げられ、なかでもビス（３，５－ジブロモ
－４－ハイドロキシフェニル）スルフォン等のハロゲン化ビスフェニルチオエーテル類が
好ましい。
【００４６】
　ハロゲン化ビスフェノールビス（アルキルエーテル）系化合物としては、例えば、（３
，５－ジブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）－（３－ブロモ－４－２，
３－ジブロモプロポキシフェニル）メタン、１－（３，５－ジブロモ－４－２，３－ジブ
ロモプロポキシフェニル）－２－（３－ブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニ
ル）エタン、１－（３，５－ジブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）－３
－（３－ブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（
３，５－ジブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）プロパン、（３，５－ジ
クロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）－（３－クロロ－４－２，３－ジブ
ロモプロポキシフェニル）メタン、１－（３，５－ジクロロ－４－２，３－ジブロモプロ
ポキシフェニル）－２－（３－クロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）エタ
ン、１－（３，５－ジクロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）－３－（３－
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クロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）プロパン、ビス（３、５－ジブロモ
－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）メタン、１，２－ビス（３，５－ジブロモ
－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）エタン、１，３－ビス（３，５－ジブロモ
－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）プロパン、ビス（３，５－ジクロロ－４－
２，３－ジブロモプロポキシフェニル）メタン、１，２－ビス（３，５－ジクロロ－４－
２，３－ジブロモプロポキシフェニル）エタン、１，３－ビス（３，５－ジクロロ－４－
２，３－ジブロモプロポキシフェニル）プロパン、２－ビス（３，５－ジクロロ－４－２
，３－ジブロモプロポキシフェニル）プロパン、（３，５－ジブロモ－４－２，３－ジブ
ロモプロポキシフェニル）－（３－ブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）
ケトン、（３，５－ジクロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）－（３－クロ
ロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）ケトン、ビス（３，５－ジブロモ－４－
２，３－ジブロモプロポキシフェニル）ケトン、ビス（３，５－ジクロロ－４－２，３－
ジブロモプロポキシフェニル）ケトン、（３，５－ジブロモ－４－２，３－ジブロモプロ
ポキシフェニル）－（３－ブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）エーテル
、（３，５－ジクロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）－（３－クロロ－４
－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）エーテル、ビス（３，５－ジブロモ－４－２，
３－ジブロモプロポキシフェニル）エーテル、ビス（３，５－ジクロロ－４－２，３－ジ
ブロモプロポキシフェニル）エーテル、（３，５－ジブロモ－４－２，３－ジブロモプロ
ポキシフェニル）－（３－ブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）チオエー
テル、（３，５－ジクロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）－（３－クロロ
－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）チオエーテル、ビス（３，５－ジブロモ－
４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）チオエーテル、ビス（３，５－ジクロロ－４
－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）チオエーテル、（３，５－ジブロモ－４－２，
３－ジブロモプロポキシフェニル）－（３－ブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフ
ェニル）スルフォン、（３，５－ジクロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）
－（３－クロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）スルフォン、ビス（３，５
－ジブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）スルフォン、ビス（３，５－ジ
クロロ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニル）スルフォンが挙げられ、なかでも臭
素化ビスフェノールＡ（臭素化脂肪族エーテル）、臭素化ビスフェノールＳ（臭素化脂肪
族エーテル）、塩素化ビスフェノールＡ（塩素化脂肪族エーテル）、塩素化ビスフェノー
ルＳ（塩素化脂肪族エーテル）、とりわけエーテル化テトラブロモビスフェノールＡ、エ
ーテル化テトラブロモビスフェノールＳが好ましい。
【００４７】
　エーテル化テトラブロモビスフェノールＡとして、テトラブロモビスフェノールＡ－ビ
ス（２，３－ジブロモプロピルエーテル）、２，２－ビス（３，５－ジブロモ－４－２，
３－ジブロモプロポキシフェニル）プロパンが例示される。エーテル化テトラブロモビス
フェノールＳとして、ビス（３，５－ジブロモ－４－２，３－ジブロモプロポキシフェニ
ル）スルフォンが例示される。
【００４８】
　有機リン系難燃剤としては、一般的にポリオレフィン用の難燃剤として用いられるもの
であれば、いずれも用いることができる。例えばトリメチルフォスフェート、トリエチル
ホスフェート、トリプロピルフォスフェート、トリブチルフォスフェート、トリペンチル
フォスフェート、トリヘキシルホスフェート、トリシクロヘキシルホスフェート、トリキ
シニエルホスフェート、クレジルジフェニルフォスフェート、ジクレジルフェニルフォス
フェート、ジメチルエチルホスフェート、トリキシニエルホスフェート、メチルジブチル
ホスフェート、エチルジプロピルホスフェート、ヒドロキシフェニールジフェニールホス
フェート等の各種置換其で変性した化合物、リン酸塩化合物、リンと窒素を含有するホス
ファゼン誘導体など化合物または混合物などが挙げられる。
【００４９】
　上記グアニジン系難燃剤としては、窒化グアニジンなどのグアニジン化合物等が挙げら
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れる。これら各種の有機系難燃剤は、単独で使用してもよく、２種以上併用してもよい。
例えば、ハロゲン化ジフェニル化合物とハロゲン化ビスフェノール系化合物を併用しても
よい。また、有機ハロゲン系難燃剤と有機リン系難燃剤を併用することもできる。
【００５０】
（４）成分（Ｄ）
　本発明において用いられる成分（Ｄ）はアンチモン化合物である。アンチモン化合物は
、有機系難燃剤と共にポリプロピレン樹脂に配合されることにより難燃効果を増すために
用いられる。具体的なアンチモン化合物としては、例えば、三酸化アンチモン、五酸化ア
ンチモン、三塩化アンチモン、五塩化アンチモンなどのハロゲン化アンチモン、三硫化ア
ンチモン、五硫化アンチモン、アンチモン酸ソーダ、酒石酸アンチモン等が代表的に挙げ
られる。なお本発明においてはアンチモン化合物には金属アンチモンが含まれるものとす
る。本発明で用いるアンチモン化合物としては、三酸化アンチモンが好ましい。
【００５１】
（５）成分（Ｅ）
　本発明において用いられる成分（Ｅ）はシリコンオイルである。具体的には、ジメチル
ポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、オルガノポリシロキサンなどが挙げら
れる。シリコンオイルの粘度は、回転粘度計による２５℃の測定値で５０～１０００ｍｍ
2／Ｓのものが好ましい。５０ｍｍ2／Ｓ未満であると混練時に滑りによるフイード不良が
生じ混練困難となり１０００ｍｍ2／Ｓ以上となると、例えば成分（Ａ）、成分（Ｂ）、
成分（Ｃ）成分（Ｄ）成分との一括混合時、偏積が生じ易く、混合での生産性が悪く経済
性によくない。偏積が生じた場合は混合時間を長くするなど適宜の対処が必要となる。ま
た、上記シリコンオイルは、単独で使用してもよく、２種以上併用してもよい。
【００５２】
　成分（Ｅ）の添加方法としては、特に限定されないが「Ｉ」成分（Ａ）、成分（Ｂ）、
成分（Ｃ）、成分（Ｅ）を一括混合する方法、「ＩＩ」成分（Ａ）の半量を添加成分（Ｅ
）および他の成分を添加、その後残りの成分（Ａ）を添加し一括混合する方法、「ＩＩＩ
」成分（Ａ）、成分（Ｅ）を最初に混合し、その後に残りの成分を追加添加し混合する逐
次混合方法、「ＩＶ」成分（Ａ）の半量を添加しその上に成分（Ｅ）添加し残りの成分（
Ａ）添加しよく混合した後、残りの成分を追加添加し混合する逐次混合方法などが挙げら
れる。成分（Ｅ）の粘度により混練時のフイード不良、成分（Ｃ）（Ｄ）の偏積への響が
あるので上記の混合方法の中でも、「ＩＩＩ」の逐次混練方法が好ましい。混合機として
は、ヘンシェルミキサー、スーパーフローター、タンブラーミキサー、リボンミキサー、
等々いずれのミキサーを使用してもよいが、中でもヘンシェルミキサーが好ましい。
【００５３】
（６）付加的成分
　本発明のポリプロピレン系樹脂組成物は、上記した成分（Ａ）～成分（Ｅ）を必須成分
として含有するものであるが、その他に、本発明の効果を著しく損なわない範囲内で他の
付加的成分を配合することができる。かかる付加的成分としては、結晶化核剤、脂肪酸ア
ミド等の滑剤、脂肪酸のグリセリンエステルやアミン系またはアミド系等の帯電防止剤、
過酸化物等の分子量調節剤、発泡剤、有機系あるいは無機系の顔料、分散剤、光安定剤、
紫外線吸収剤、酸化防止剤、中和剤、制酸剤、金属不活性化剤、界面活性剤、抗菌剤等を
挙げることができる。
【００５４】
　上記結晶化核剤の例としては、タルク等の無機物、芳香族カルボン酸金属塩、芳香族リ
ン酸金属塩、ソルビトール系誘導体及びロジンの金属塩等である。中でも好ましいのは、
ｐ－ｔ－ブチル－ベンゾエイトのＡＬ塩、安息香酸ナトリウム、リン酸２，２’－メチレ
ンビス（４，６－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ナトリウム、１，２，３，４－ジベンジリデ
ンソルビトール、１，２，３，４－ビス（パラメチルベンジリデン）ソルビトール、１，
２，３，４－ビス（パラエチルベンジリデン）ソルビトール、１，２，３，４－ビス（パ
ラクロルベンジリデン）ソルビトール及びロジンの金属塩（リチウム、ナトリウム、カリ
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ウム、マグネシウムの塩）などを挙げることができる。
【００５５】
　上記抗菌剤としては、有機系、無機系、何れを使用しても良い。有機系の例としては塩
素系、フェノール系、イミダゾール系、チアゾール系、第４級アンモニウム化合物等が挙
げられる。無機系の例としては、銀、亜鉛、等の金属を保持含有させた例としてゼオライ
ト系、アパタイト系、シリカアルミナ系、セラミック系、リン酸ジルコニウム系、リン酸
塩ガラス系、シリカゲル系、ヒドロキシアパタイト系、珪酸カルシウム系等が挙げられる
。
【００５６】
〔ＩＩ〕ポリプロピレン系樹脂組成物の製造
（１）本発明のポリプロピレン系樹脂組成物は、上記の成分（Ａ）～成分（Ｅ）を必須成
分として含有し、更に必要に応じて付加的成分を含有するものである。以下、ポリプロピ
レン系樹脂組成物における各成分の混合方法、含有量などについて説明する。
【００５７】
（２）混合方法
　本発明で用いる各成分からなるプロピレン系樹脂組成物は、公知の方法にて製造するこ
とができる。例えば、基幹原料となる成分（Ａ）の結晶性ポリプロピレン系重合体Ｉのパ
ウダーに上記の、成分（Ｂ）、成分（Ｃ）、成分（Ｄ）、成分（Ｅ）および必要に応じて
他の付加的成分を、以下に説明する所定の割合で添加し、ヘンシェルミキサーにて攪拌、
混合した後、押出機にて溶融混練して押出し、ペレットとすることで製造できる。混合は
各成分を一括する方法でもよく、特定の成分を事前に混合してもよく、また特定成分をマ
スターバッチとして使用することもできる。得られるポリプロピレン樹脂組成物のメモリ
ーエフェクト（ＭＥ）としては、１．０～１．３であることが好ましい。ＭＥが１．０以
下ではシート表面の光沢ムラ、シルバーストリークが生じ好ましくない。またＭＥが１．
３以上となると光沢の低下が生じるので好ましくない。なお、ＭＥの測定法については実
施例の項目で説明する。
【００５８】
　各成分の添加順序については、特に限定されないが、好ましい方法としては、ミキサー
に樹脂組成物として多い成分（Ａ）の半分を投入し、その上に成分（Ｅ）を入れ残りの成
分（Ａ）を投入しよく混合した後、残りの成分（成分（Ｂ）、成分（Ｃ）、成分（Ｄ）、
付加的成分及び特定成分）を入れ、混合するのが好ましい。また、成分（Ｅ）、成分（Ｃ
）、成分（Ｄ）の各々、または、混合物でのマスターバッチを作成して使用してもよい。
【００５９】
（３）混合割合
　上記各成分からなるプロピレン系樹脂組成物の混合割合は、本発明においては、基幹原
料となる成分（Ａ）１００重量部をベースとして表現される。
【００６０】
　成分（Ｂ）のプロピレン系重合体ＩＩは、成分（Ａ）１００重量部に対して、１～２５
重量部の範囲から選択され、好ましくは１．５～２０重量部、より好ましくは２～１５重
量部の範囲である。成分（Ｂ）が１重量％未満では外観改良への効果が少なく、一方、２
０重量％を越えると光沢低下が大きくなるので好ましくない。なお、成分（Ｂ）を２段重
合法で製造する場合、後段工程で生成するプロピレン系重合体が主体であって、後段重合
体（プロピレン系重合体）１００重量部に対して、前段重合体（エチレン系重合体）は０
．０１～５重量部、好ましくは０．０２～４重量部であることは前述の通りである。
【００６１】
　成分（Ｃ）の有機系難燃剤は、成分（Ａ）１００重量部に対して、３～５０重量部の範
囲から選択され、好ましくは１．５～３０重量部、より好ましくは２～２０重量部の範囲
である。成分（Ｃ）が３重量％未満では難燃性改良への効果が少なく、一方、５０重量％
を超えると難燃効果が飽和するうえにプロピレン系樹脂組成物の機械的物性や成形時のシ
ルバーストリーク、焼け発生等々の成形性及び経済性に望ましくない影響があるので上記
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のような範囲から適宜に選択される。
【００６２】
　成分（Ｄ）のアンチモン化合物は、成分（Ａ）１００重量部に対して、１～４０重量部
の範囲から選択され、好ましくは１．５～２０重量部、より好ましくは２～１０重量部の
範囲である。成分（Ｄ）が１重量％未満では難燃性改良への効果が少なく、一方、４０重
量％を超えると難燃効果が飽和するうえにプロピレン系樹脂組成物の機械的物性や経済性
に望ましくない影響があるので上記のような範囲から適宜に選択される。なお、成分（Ｄ
）は成分（Ｃ）との組み合わせにおいて難燃効果を奏するものであり、成分（Ｃ）の重量
に対して好ましくは３０～６０重量％の範囲で使用される。
【００６３】
　成分（Ｅ）のシリコンオイルは、成分（Ａ）１００重量部に対して、０．０１～０．５
重量部の範囲から選択され、好ましくは０．０２～１重量部、より好ましくは０．０５～
０．５重量部の範囲である。０．０１重量部未満では成形時での焼けによる不良発生に効
果がなく、０．５重量部を超えると難燃性能が低下するので好ましくない。
【００６４】
〔ＩＩＩ〕ポリプロピレン系樹脂成形体
　本発明のプロピレン系樹脂成形体は、上記プロピレン系樹脂組成物を射出成形すること
により得られるものである。該射出成形は、プロピレン系樹脂に関する公知の射出成形法
に従い同様に実施することができる。例えば、樹脂温度１９０～２３０℃、金型温度１０
～８０℃、射出速度０．２～２０秒、射出圧力５０～７０ＭＰａ、成形サイクル２０～２
００秒の条件で成形することができる。本発明のポリプロピレン系樹脂成形体は、従来製
品に比較して表面外観に優れ、成形時の焼け不良発生による不良率低減が図られ、かつそ
れ自体充分な難燃性を有していることが特徴である。
【００６５】
〔ＩＶ〕ポリプロピレン系樹脂成形体
　本発明の射出成形品の用途としては、炊飯ジャー、掃除機、洗濯機、冷蔵庫、扇風機、
エアコン等の家電部品、化粧台、換気扇、便座、便蓋、及び付属品として使用される機器
のハウジング類等の住宅設備用機器部品等が挙げられる。特に好ましい用途分野としては
、便座、便蓋又は温水洗浄便座の本体ケース若しくは操作部ハウジング類等の住宅設備用
機器部品を挙げることができる。
【実施例】
【００６６】
　以下、本発明を具体的に説明するため、実施例を示すが本発明は、その要旨を超えない
限り、これら実施例に限定されるものではない。
【００６７】
＜使用した原材料＞
成分（Ａ）：高結晶性プロピレン系重合体Ｉ
Ａ－１：　日本ポリプロ社製、ノバッテクＰＰ　ＭＡ０６Ａ　（ＭＦＲ６０ｇ／１０分、
ＭＥ０．９５、アイソタクチックペンタッド分率（ｍｍｍｍ分率）０．９８、Ｑ値（Ｍｗ
／Ｍｎ）４．１、Ｍｚ／Ｍｗ２．５）
Ａ－２：　日本ポリプロ社製、ノバッテクＰＰ　ＭＡ４Ｕ　（ＭＦＲ５ｇ／１０分、ＭＥ
１．３４、アイソタクチックペンタッド分率（ｍｍｍｍ分率）０．９８、Ｑ値（Ｍｗ／Ｍ
ｎ）３．７、Ｍｚ／Ｍｗ２．５）
成分（Ｂ）：プロピレン系重合体ＩＩ
Ｂ－１：日本ポリプロ社製、ノバテックＰＰ　ＦＢ３３１２　（ＭＦＲ３ｇ／１０分、Ｑ
値（Ｍｗ／Ｍｎ）８．５、Ｍｚ／Ｍｗ７．０）
成分（Ｃ）：有機系難燃剤
Ｃ－１：丸菱油化工業社製、ノンネン５２［２，２－ビス（３，５－ジブロモ－４－２，
３―ジブロモプロポキシフェニル）スルフォン］。これはエーテル化テトラブロモビスフ
ェノールＳの一例である。
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成分（Ｄ）：アンチモン化合物
Ｄ－１：三酸化アンチモン（鈴祐化学社製、ファイヤーカットＡＴ３）
成分（Ｅ）：シリコンオイル
Ｅ－１：東芝シリコン社製、ＴＳＦ４５１－１００（２５℃での粘度１００ｍｍ2／Ｓ）
【００６８】
＜難燃性ポリオレフィン樹脂組成物の製造＞
　成分（Ａ）としてＡ－１を１００重量部に対して、所定量の各成分（Ｂ）、成分（Ｃ）
、成分（Ｄ）、成分（Ｅ）と、更に付加的添加剤として酸化防止剤（チバ・スペシャリテ
ィ・ケミカルズ社製、イルガノックス１０１０）を０．２重量部、リン系熱安定剤（チバ
・スペシャリティ・ケミカルズ社製、イルガホス１６８）を０．２重量部、ステアリン酸
カルシウム（滑剤）を０．０５重量部、それぞれをヘンシェルミキサーに入れ、３分間撹
拌混合した。得られた混合物を口径３０ｍｍの２軸押し出し機を用い溶融混練温度２００
℃で溶融混練押し出し、ペレット化した。
【００６９】
＜物性測定＞
１．メルトフローレート（ＭＦＲ）：ＪＩＳ－Ｋ７２１０に準じて、２３０℃、２．１６
ｋｇ荷重で測定した。
２．アイソタクチックペンタッド分率（ｍｍｍｍ分率）：13Ｃ－ＮＭＲ法で測定した。測
定温度は１３５℃でＩＮＯＶＡ５００ＮＭＲ測定装置（バリアン社製）を使用した。
３．平均分子量（Ｍｎ、Ｍｗ、Ｍｚ）：ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰ
Ｃ）で測定した。Ｗａｔｅｒｓ社製ＧＰＳ、検出器：ＦＯＸＢＯＲＯ社製ＭＩＲＡＮ－１
Ａ、ＩＲ検出器（測定波長３．４２μｍ）カラム：昭和電工社製ＡＤ８０６Ｍ／Ｓ：移動
相溶媒：オルトジクロロベンゼン、測定温度１４０℃で実施した。
４．固有粘度（［η］E、［η］P）：１３５℃のテトラリンを溶媒として三井東圧社製自
動粘度測定装置ＡＶＳ２型粘度計を用いて測定した。
【００７０】
５．メモリーエフェクト（ＭＥ）：メルトインデクサーのシリンダー内温度を１９０℃に
設定し長さ８．００ｍｍ、径１．００ｍｍφ、Ｌ／Ｄ＝８のオリフィスを用いる。オリフ
ィス直下にエチルアルコールを入れたメスシリンダーを置き、オリフィス直下とエチルア
ルコール液面との距離は２０±２ｍｍにする。この状態でサンプルをシリンダー内に投入
し、１分間の押し出し物の量が０．１０±０．０３ｇになるように荷重を調節し、６分後
から７分後の押し出し物をエタノール中に落とし固化してから採取する。そして、この採
取した押し出し物のストランド状サンプルの直径を上端から１ｃｍ部分、下端から１ｃｍ
部分、中央部の３箇所で最大値、最小値を測定し、計６箇所測定した直径の平均値をもっ
てメモリーエフェクト（ＭＥ）値とする。
【００７１】
＜射出成形による試験方法及び試験片＞
１．シルバーストリーク
　ペレット状のポリプロピレン樹脂組成物を用い、射出成形機（日本製鋼社製、Ｊ１５０
ＳＳ）にて、成形温度２００℃、金型温度４０℃、射出時間０．５秒、１秒及び２秒の各
条件下で、側面厚み中央部にピンゲート１ｍｍを持つシート試験片（３×１２０×１２０
ｍｍｔ）を作成し外観を観察した。評価基準は下記の通りである。
【００７２】
　○：いずれの射出時間でも、シート表面にシルバーストリーク等の異常なし
　△：射出時間０．５秒及び１秒でシート表面に僅かにシルバーストリークが見られる
　×：いずれの射出時間でもシート表面に顕著にシルバーストリークが見られる
【００７３】
２．光沢
　ペレット状のポリプロピレン樹脂組成物を用い、射出成形機（日本製鋼社製、Ｊ１５０
ＳＳ）にて、成形温度２００℃、金型温度４０℃にてシート試験片（２×８０×１２０ｍ
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【００７４】
　○：光沢７５％以上
　△：光沢が７５％未満～６５％
　×：光沢６５％未満
【００７５】
３．難燃性試験
　ペレット状のポリプロピレン樹脂組成物を用い、射出成形機（日本製鋼社製、Ｊ１５０
ＳＳ）で成形温度２００℃の条件下で、ＵＬ９４難燃性試験用試験（アンダーライター・
ラボラトリーズコーポレイテッド）の「機器の部品プレスチック材料の燃焼試験」に規定
された試験片（厚さ１．５ｍｍｔ）の作成とそれを用いた試験を行い評価した。
【００７６】
４．焼け試験
　ペレット状のポリプロピレン樹脂組成物を用い、射出成形機（日本製鋼社製、Ｊ１５０
ＳＳ）でシート試験片（２×８０×１２０ｍｍｔ）金型を用い金型温度４０℃、成形温度
２３０℃の条件下で５分間滞留させ、射出成形を実施し、連続して得られた射出成形シー
ト１０枚を目視で観察し次の評価基準で評価した。
【００７７】
　　○：１～３ショット目以降、変色のないシートが得られた
　　△：４～６ショット目以降、変色の少ないシートが得られた
　　×：７ショット目以降も変色のあるシートが見られた。
【００７８】
＜実施例１～４＞
　表１に示す配合量をもってポリプロピレン樹脂組成物を調製した。該組成物の物性測定
及びその射出成形品を評価した。その結果を表１に示す。外観、焼け性、難燃性ともに良
好であった。
【００７９】
＜比較例１～６＞
　表２に示す配合量をもってポリプロピレン樹脂組成物を調製した。該組成物の物性測定
及びその射出成形品を評価した。その結果を表２に示す。外観、焼け性、難燃性のいずれ
か１つ、又はそれ以上に不良が認められた。
【００８０】
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【００８１】
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【００８２】
　以上、表１及び表２より理解されるように、成分（Ｅ）を添加することにより焼けによ
る不良発生が少なくなり、焼け、外観、難燃性の良好な射出成形体が得られる。また、成
分（Ｂ）を用いることで溶融弾性の目安のＭＥの低下を少なく抑えることができ、結果と
してシルバーストリークのような外観不良の成形品の発生を低減することができる。比較
例５で見られるように成分（Ｅ）を多く添加した場合は、成形時の焼けの低減には効果が
認められるものの、難燃性の点で性能の低下が生じている。成分（Ｂ）の添加量は、光沢
等の要求されるような製品では、比較例６で見られるように多く添加すると光沢低下を伴
うので光沢とのバランスで調整を要することが理解される。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】成分（Ｂ）の分子量分布曲線の一例を示す。
【図２】クロマトグラムのベースラインと区間の決定法を示す。
【符号の説明】
【００８４】
１．分子量分布微分曲線
２．分子量分布積分曲線
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